
顧客

製品リリースするには

標準規格への準拠が必要

検収作業のルーチン化のため

指定した手順・ツールを使うこと
発注者

マネージャ

設計者

実装者
テスト設計者

品質保証責任者

開発環境準備担当者

開発部門

活用に必要な仕様書・

説明書の量が多すぎる

過去・他社製品を活用しな

いと納期に間に合わない 今回の開発に向けた

プロセスの準備期間がない

なるべく新しく作りたくない

複雑なものを任せられる人が

不足している

他人の作ったソフトまで

検証する時間がない

他社製ソフトと自社製ソフトの

問題切り分けができるのか？
手作業部分を

なんとか減らしたい

設計書の記述が不十分だから

想像で補おう

使いにくい道具を

与えられても非効率なだけ

購入したソフトの品質は？

道具の採用判断が

大変過ぎる

説明書がなく道具の

使い方が分からない

I/Fが揃っていないため

毎回スタブを作り直している

？

開発成果を次製品で再利用できる

仕組みを採用すること

？

？

取組みに対する「難易度」

の認識相違潜在的な課題


